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このプラザニュースは、厚木市情報プラザで活動している厚木市マルチメディアボランティア（マルボラ）が、地域住民とのコミュニケーショ

ンを図るために、厚木市の協力を得て、編集・発行しています。ご自由にお持ち帰りください。 

今回はマーケティング的な視点で話を始めてみます。 

企業というのは消費者ニーズを捉え、いかに効果的に商品や

サービスを提供するかを考えますが、自分の市場ばかり見て

いると足元をすくわれることがあります。代替市場と呼ばれ

るものです。例えば古い話ですが、発泡酒や第3のビールが

出現したときは、ビール市場全体を急激に縮小させました。 

 

現在の最強の代替品は「スマホ」ではないでしょうか。携帯

電話のみならず、いろいろなものの代替品になる（しかも格

段に進化形になって）大きな可能性を持っています。 

スマホにしてから最近我が家で使わなくなったものを探して

みましょう。 

 

デジカメ 

芸術的な写真等を撮ろうとする人は別として、 

スナップ写真や旅先でちょっと残しておきたいと 

いう写真の撮り方をしていた私にとって最近は 

スマホのカメラでの撮影が中心になっています。 

携帯電話のカメラより画素数も大きくなり、 

シャッターの反応も良く、とてもきれいな写真が 

撮れます。 

スマホがない時代は、出かける時は必ずデジカメを持って出

ていました。写真を撮り、パソコンに取り込み、加工してブ

ログにアップ…。結構時間がかかります。しかし今は、自分

のスマホを使えば撮影後クラウドに自動的に保存、そのまま

ブログやインスタグラムにアップ！動画も簡単です。 

もちろん今でも景色などを撮るためにカメラを持ち歩くこと

はありますが、ちょっとしたお出かけならカメラはお留守

番。私のカメラはだんだん出番が少なくなりそうです。 

 

時計、タイマー、万歩計 

携帯電話が普及したとき腕時計をしなくなった人が増えまし

たが、私もそのひとりでした。スマホにももちろんこれらの

機能はありますが、格段に進歩しています。 

タイマーはカップ麺を作るときに超便利。「3分計って」と

私のiPhoneに話しかけるだけ＊です。そうすると何回かに一

度は「もしやあなたはM78星雲から来たウルトラ…」と、言

葉を返しながら計ってくれ、楽しい気分になります。 

最近私の左腕に時計が復活しました。スマートウオッチで 

万歩計としても活躍しています。歩数のみならず階段を 

登った段数や心拍数なども測ってくれます。座って 

いる時間が長いと「そろそろ立って歩きましょう」 

などと気遣ってくれます。もはや頼もしい相棒ですね。 

＊ 音声認識ソフトと連動した機能です 

地図 

地図と言えば、ドライブ用の道路地図帳や登山に使う山地図

や国土地理院の紙地図などが思い浮かびます。しかし今は市

街のお目当ての店を探したりするのにも、スマホの地図機能

は欠かせませんね。 

朝日新聞の記事によると、「紙地図、売り上げ20分の1に 

スマホ猛威、取次も倒産」との見出しで概ね次のように伝え

ていました。「5月の連休中、北アルプスは大勢の登山者で

にぎわっていたが、上高地から涸沢まで約7時間をかけて歩

いても、紙地図を見ていた登山者は登山用地図『山と高原地

図』を使っていた2人だけ。国土地理院が発行する紙地図の 

販売数も昨年は約47万枚で過去最少、最盛期 

の約20分の1とか。因みに昨年販売枚数が最 

も多かったのは北アルプス『穂高岳』の1921 

枚だそうです。」 

スマホにはあらかじめ地図をダウンロードして 

おけば、GPSやGPSロガーを利用し、電波の届 

かないところでも困らない登山用のアプリが 

あります。 

ちなみに我が家の紙の丹沢の山地図は、歩いた

コースの記録を残すために保管してあります。 

 

辞書、百科事典、時事辞典 

近頃はどこに行っても海外からの観光客がいっぱいで、「何

か聞かれたらどうしよう」と不安になることがありますね。

2020年には東京オリンピックも開催されます。 

このようなとき活躍するのは「Google翻訳アプリ」に代表さ

れる翻訳アプリです。「音声で入力できれば…」「正しい英

文でなくとも必要な単語を教えてくれれば…」というおおら

かな願いでも、ほぼ適切な英文を、文字と音声で返してくれ

ます。まずい日本語入力のせいで奇妙な英文が現れても、笑

いで会話が弾みます。 

英語のみならず、日常生活の中で「あれ何だっけ？」と 

とっさに名前の出ないときに感じるモヤモヤはインターネッ

トの検索機能のおかげで解決するまでの時間が大幅に短縮し

ました。道端に咲いている花について知りたい場合も、名前

は出てこなくても画像でも検索もできますよ。 

・－♪－・－♪－・－♪－・－♪－・－♪－・－♪－・ 

いかがでしたか。それ以外にも出先でメモを取りたいときな

ど、筆記用具がなくてもカメラやボイスレコーダーで正確す

ぎる記録も可能ですね。(最近は自己防衛にもお役立ち！？) 

各業界には大きな脅威でも、消費者にとっては変化も楽し

み。そのメリットを十分に享受したいですね。 

 



マルボラのホームページ →            
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日 時：毎週木曜日と土曜日の10時～12時 
定 員：木曜日10名、土曜日４名(４回まで) 

手ほどきは、希望する内容を受講希望者のレベルに合わ

せてマルボラが個別レッスンを行います。 

また２～３名のグループレッスンも可能です。 
＊５回以上の受講希望者は、希望受講日の前日に電話申し込みをしてくだ

さい。定員に余裕がある場合は対応いたします。 

 

≪申し込みは電話で、情報プラザへ≫ 

：０４６-２２０-２７１１ 

 

 

 

講 座 日 程 

 ８月 ９月 １０月 

文書作成 
（応用） 

(文書の体裁) 

５日 
(チラシ) 

２日 
(表の活用) 

７日 

パソコンの基礎 12日 ９日 14日 

インターネット 19日 16日 21日 

表 計 算 
(住所録) 

26日 
(基礎) 

23日 
(現金出納帳) 

28日 

＊ 9月30日(土)は、一日講座です。 
内容は「初めてのスマートフォン」です。 

。 

 

 

日 時：毎週土曜日の10時～12時 
定 員：16名  (何回でも受講できます) 

これからパソコンを始めようと考えている方が、基礎的

な操作方法を学ぶための講座です。 

 

 

パソコンの手ほどき 

質問・相談コーナー 

日 時：毎週土曜日の10時～12時 

予約は不要です。質問・相談など（15分程度） 

がある場合には、直接おいでください。 

 

マルボラからのご案内 

「土曜のパソコン講座」と「パソコンの手ほどき」は、開催月の前月1日から電話で受け付けています。 

 
電話予約の時に「マルボラのパソコン講座」、「マルボラの手ほど

き」とお伝えください。一回ごとのお申し込みとなります。 

申込後のキャンセルは、早めに連絡をしてください。 

 

マルボラの講座や手ほどきはすべて無料です。 

場所は、情報プラザです。 

 

 

 

木曜の実習教室（連続基礎講座）  

日 時：木曜日の10時～12時（年間計7回実施） 
定 員：６名  (開講日に連続して出席できる方) 

市販のテキスト（受講者は最寄りの書店でテキストを購

入していただきます）を使用して、ワードやエクセルの

基礎をしっかり学びます。 

＊内容と申し込み受付開始日は、ポスター等でお知らせ・開講初日の3週

間前を予定しています。 

 

日 程： 「エクセルの基礎」9月28日より（５週連続） 

パソコンやスマホ、インターネットなどIT(情報技術)分

野では毎年のように新しいコトバが登場してきます。それ

も外来語(英語)やカタカナが多く、なかには略語や記号だ

けのものもあってにわかには理解できません。 

 

“㎏”（キログラム）や“㎞”（キロメートル）は身近な

コトバで、私たちは“k”(キロ)を普段「1000倍」を表す

記号と理解しています。ついでに、“k”の1000倍は

“M”(メガ)、“M”の1000倍を“G”(ギガ)と表現してい

ます。 

ガラケーをなかなか手放せなかった私もとうとうスマホに

切り替えました。これまで関心が薄かったせいでしょう、

カタログにある“3G”“4G”“LTE”を見て、“G”を「ギ

ガ」と読んでしまいました。 

あとで聞いてみるとこの場合の“G”はGeneration (世代)

だそうで、確かに3Gよりは4Gの方が速いそうですがとん

だ思い込みです。 

 

近頃「4Kテレビ」という呼び名が目に付くようになりまし

た。今のハイビジョンのあとを継ぐという「超高精細テレ

ビ」のことを指しているのだそうです。 

アナログの旧型テレビが姿を消し、今は「フルハイビジョ

ン」に満足しているのに、また東京オリンピック前のテレ

ビ商戦かと気になります。 

「超高精細」をうたうだけに、画面の画素数が『水平

(横)3840 × 垂直(縦)2180』と、現在のフルハイビジョン

の4倍なのだそうです。 

“4k”＝ 4000 ≒ 3840 …と少しムリに思える「4Kテレ

ビ」命名です。  

                                          m.g 

パソコンやスマホの性能の目安でもあ

るプロセッサーのクロック周波数

“GHz”(ギガヘルツ)は上の理解では 

1000×1000×1000Hz ＝ 十億ヘルツを

指します。 

ところがメモリーの容量を示す“GB”

(ギガバイト)は十億バイトではなく、

どういうわけか1024×1024×1024 ＝ 

1,073,741,824バイトが正解で、同じ

“G”が7％も違っています。 


